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貿易と二重経i斉の発展条件について

仁 保 男

序

二重経済が発展するための条件は，1961年 に Jorgensonによって，農業余剰の成長であると要

約された（二重経済の榮展は，工業部門の持続的成長または一人当り所得の持続的成長と定義されるが，この
' f ( 1 )

2つが同値の関係にあることtネ，理論的にも樊証的にも証明されてい.ろ）。 その後， 二重経済の発展条件

に関して多数の理論的研究が発表されたが，これらの研'まの成果は，すべて J or gensonの条件に 

よって解釈することができる。これらの研究の成果をまとめてみると次の通りである。第一に，農 

業の蜜質賃金率が一定の場合には，農業の生産性上昇（技術進歩，資本蓄積等による）は常に工業化に 

貢献する〔Fei-Ranis (1%4年)〕。第二に，農業の実質賞金率が労働の平均生産力または限界生産力に 

比例して変化する場合には，農業の生産性上昇は，食糧に対する需要の所得弾力性および価格弾力 

性の和が1 以下ならぱ， 工業化に正の効果をもたらす〔Jorgenson (1%1年）およびZarenibka (1970 

年)〕。第三に，工業の生産上昇は， 食糧の需要がその相対価格の変化に対して反応する場合には， 

工業化を助ける〔Zarembka (1970年-)およびNiho (I976年)〕。第四に，工業の生産性ネ昇は，農業の 

生産開数に資本財が変数として含まれているならぱ，同じく工業化に貢献する〔Niho (19ア4年)〕。

この第一の場合は，農業の実質賞金率が一定'ti、あるので，農業の生産性上昇は，動、̂条件に農業余 

剰を増大させる。第二の場合は，農業の生産性上昇は，ま質賞金率を上昇させることによる所得効 

果，ならびに食糧の相対価格を下落させることによる代替効果をもたらすが，この雨方の効果とも 

食糧の需要を増加させる。しかしながら，食糧需要の所得弾力挫と価格弾力性の和が1 以下ならば， 

農業の生摩性上昇の生産に対する効果が需要に対する効果を上回るので，農業余剰の增大がもたら 

される。第三の場合には，工業の生産性上界は，食糧の相対価格を上昇,させるこ'とによって愈糧に 

対する需耍を減少させ，よって業余剰の増大に貢献する0 第四の場合には，工業の生産性上昇は，

* この驗女は, 讓者が:1974尔12月にサンフランシスコで卵かれたEconometric Societyの Meetingsでをましたもの 

にさらに検討を加えたものである。山本ゼミで初めて後進国PH発の題を勉⑩して以来，この111]題は第‘者の関心事であゥ 

た。この機会に，山本先生の御衍薄とその後もつづけて頂いた温か、、激励に感謝したい0 

注 （1 ) 参常文献〔8 ) ,〔11〕，〔13〕を見よ。 .
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農業に対す;^資本財の投入を促進するので，農業の生産が増大し, よって農業余剰に対しIEの劲果 

をもたらす0

以上四つの場合の他に，農業余剰を増大させる，さらにもう一 つ̂の可能性として，外国資易が考

,えられるC 典型的な例として，第二次世界大戦前までのイギリスがやっていたように，もし一国が

工業生産物を輸出し食糧を輸入している場合には，工業の生産性上昇は，工業財の輸出を促進する

ことにより食糧の輸入を増大させるので，農業余剰に正の効果をもたらすと考えられる。この論文

においては，従来の二重経済のモデルに外国貿易を導入した場合の工業化の条件を，貿易収支が常
一  （ 2)

に均衡しているという仮定のもとに検討してみる。後に示されるように，外国貧易をモデルに導入 

した場合には，かりに上記の第三ならびに第egの場合の条件が満たされていなくても，工業の生産 

性上昇は，次のいずれかの条件が満たされていれぱ工業化に貢献する。すなわち，（1)一国が食糧を 

輸入していてかつ工業財の輸出が価格に対して弾力的である場合，または，（2)—国が愈糧を輸出し 

ている場合。この第一の場合には, 工業の生産性上昇は，食糧の輪入を増大させることによって農 

業余剰の増大に貢献し，第二の場合には，食糧の輸出を減少させることによって農業余剰に正の効 

果を及ぼすからと解釈することができる。さらに，農業の実質賞金率が労働の平均生産力または限 

界生産力とともに変化する場合に，農業の生産性上昇が工業化に貢献するための条件は，先にのベ 

た食糧需要の所得弾力性および価格弾力性の和が1 以下という条件とは異なったものとなる。これ 

は，.開放経済においては，農業の生産性上昇がもたらす所得効東ならびに代替効果は，単に国内で 

生産された食糧から形成される農業余剰のみならず，輸入された食糧から形成される農業余剰にも 

影響することと，農業の生産性上昇が食糧の相対価格を下落させることによって食糧の輸入量（ま 

たは輸出量）に影響を及ぼすからと考えられる。

このように，外国資易を導入した二重経済の発展条件は，閉鎖経済における条件と異なってくる 

ことは明らかであり，したがって，開放経濟下における経済発展のための政策的意味あいもまた異 

なったものとなる。この論文においては，開放経済下において二重経済が発展するための条件を， 

簡単なモデルと比較静学の手法をも ち い て 分析する が ， 今までに外国貿易を導入した二重経済のモ 

デルの発展条件を厳密に分析した文献が発まされていないことを考えれば，意義のあるものと考え 

る。

貿易と二重経済の発展条件について

D モ デ ル

ここで使うモデルは, 先に筆者が発表したFei-Ranisモデルの数式ィ1̂に， 外国資易の仮定を導

注（2 ) 貿易収支力*〜常に均衡しているというのは，現実からみれぱきわめて強い仮定であるが，ここではこの論文の主眼点を 

示すために, 複雑化を避けることにした◊ '
( 3 ) 参考文献〔12〕を見よ。
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入したものである。はじめに，Fei -Rani sにしたがって，農業の実質貧金率が一定であるという仮 

定のもとに分析を行なうが，あとで，農業の英質賃金率が労働の平均生産力とともに変化する場合 

の分析も行なう。農業の生産関数に資本財が変数として入った場合の分析も可能であるが，ここで 

は，外国賈易を二重経済のモデルに導入した場合に，結果がどのように変るかということを主限と 

するので，簡単化のために，農業資本は無視することとする。

はじめに，農業の生産関数を，土地の供給が一定であるという仮定のもとに，限界生産力がゼロ 

となる偽裝失業の存在をも含めて，次のように書き表わす。

Ya =  Ya(La^, =  0 fOF ム《 さ

ドこ>0,  < 0 for L a < L a  ( 1 )

ここで， は農業の産出量，L a は農業の労働投入量，L a は農業に生産的に（限界生産力がゼロ 

とならずに）雇用されうる最大の労働量を表わす。この関数は，次のような性質をもつものと仮定す 

る。すなわち，労 働 投 入 量 が l a 以下の場合には，労働の限界生産力は正でかつ適減する 

O T < 0 ) ,しかし，労働投入量がを超える場合には，労働の限界生産力はゼロとなる。農業の 

実質黄金率， は，制度的に決定された一定の率として与えられているものとする0-すなわち，

(2)
工業の生産関数は，与えられた資本ストック/てのもとに，次のように書き表わされる。

/?), V(n>0, n < 0 ,  - ( 3 )

ここで， は工業の産出量，L 讯 は工業への労働投入量を表わす。 およびF仏< 0 は，労働 

の限.界生産力が正でかつ適減することとを示す。

工業における労働の需要価格， ぐは，工業における労働の限界坐産力によって決まるものとす 

る。すなわち，

W レ F U な ；め ， . ( 4 )

工業に対する労働の供給価格は，農村から都市への労働の移動を誘うのに必要な賃金格差を無視
(4)
して，農業における実質賞金率（工業財で測った）に等しいと仮定する。したがって，工業に対する 

労働の供給価格をまた農業財の工業財に対する相対価格をヴで表わせば，次の式を得る。

( 5)

(5)式は，工業に対する労働の供給価格が， に廣業の実質賃金率のみならず，食)i の相対価格の 

変化によって密接に影響されることを示す。

経済全体に対する労働の供給， は一定であり，それは，農業へ従ijT•する労働と工業で雇用され

注（4 ) たとえ货金格差を謎めたとしても，格差が一■定の割合—— たとえぱ工業における貸金本は業のそれより30% 高い 

いうように一一•であるかぎり，ととで行なわれる分扩fのを/,=果は変わらない。 ，

---1 ^ 0 ( 2 5 0 ) —— •
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る労働の和に等しいと仮定する。したがって， ■

ニム + ム m ( 6 )

( 6 )式は工業労働力Lmの増加が農業労働力L aの減少を意味するので， このモデルにおいてな 

の増加は，労働の農業から工業への移動および総労{勤に占める工業労働の割合の增加を示し工業 

化が進んだことを意味する。

農業および工業間の労働の移動は，次の（7 )式に従って行なわれるものと仮定する。■

. ニ/ — W r  7)  

ここで， は工業労働力の時間に関する導関数を示し， は 2部門間の労働市場における調節 

の速度を表わす。（7 ) 式ほ，± 業における労働の需要価格（= 限界生産力）がその供給価格(ニ農業に 

おける実質賃金率）を上回っているときには, 工業労働力が時間とともに増加し，逆に，供給俩格が 

需要価格を上回っているときには，工業労働力が減少することを示す。また，両部門における実質 

貧金率が等しいときには，労働の移動は行なわれず，工業労働力は一定にとどまる。商部門の実質 

質金率に格差があった場合にどれだけの労働の移動が行なわれるかは，格差の大きさと調節速度/? 

の大きさによって決まる。

労働者~^ ^当りの食糧の需要は,食糧の単位で去わした実質所得および食糧の相対価格によって 

決ままた食糧の需要関数は，工業労働者，農業労働者とも同じものであると仮定する。したが 

って，農業労働者およびエ* 労働者による食糧の需要をそれぞれF « およびV,肌 によっ てまわせ 

ぱ，それぞれの食糧需要関数は次のように書きまわすことができる。

ニ <?) (8 )

q) ( 9)

食糧の需要関数（8 ) および（9 ) は，次の性質をもつものと侮定する。

V ^ > Q  and

ここで1^^ならびにFaは，それぞれ第一ならびに第二の変数に関する偏導関数をまわす。したが 

って，労働者による食糧の需要は（実質）所得とともに変化するが，相対価格の変化に対しては逆 

に変化するかまたは変化しない。

地主による食糧の消費，ならびに農業の産出量のうち，原材料として工業に使われる部分を無視 

すれば，食糧市場に対する農業部門がらの供給〔これは工業労働者の賃金基金（wages fund )を構成す 

るところのr総農業余剰J (total agricultural surplus)と呼ぱれる〕は，農業の産出量;から農業労働者

M Uと二重経済の発展条件について
( 5)

注 （5 ) この仮定は , 失 業 （農業に存するだホ4央業以外の）力;な在しないことを意味する。仮りに央業力；-#在しても， それが 

総労働に対して一定の割合にとどまっている力、， または失業率が変化していても， それが J ĵDjめ に ま た は 下 あ の ぼ  

向を 1̂*くさないかぎり， ここでの分析の站振は妥当性を义ニわない◊ 発展途上国の都市に慢性的に央菜が存在する理山の  

分析は  T o d a ro - M  P., " A  M od el o f  L a b o r  M ig r a tio n  a n d  U r b g p  U n em p lo y m e n t in  L e s s  D e v e io p e d  

C o u n tr ie s / ' A m erica n  E con om ic Review^ M a r c h  1 9 6 9  に見られる。

---161(252)



r三田学会雑誌j 71巻 2 号 (1978年4月）

による食糧の需要を差し引いたものに等しい。一方，雨部門間の盘糧市場における愈糧の需要は， 

資本家による食糧の消費を無視すれぱ，工業労働者による食糧の消費量に等しくなる。したがって， 

食糧の相対価格は，兩部門間の市場において次の式にしたがって決定されるものと仮定する。

‘ q =  ̂ ,[L^V„,~ (Va--LaVan  0 < ；?,<oo (10)

ここで， 食糧の相对価格の時間に関する導関数で，义g はお糧市場における調節速度を表わ 

す。（10)式は，食糧の相対価格が，両部門間の食糧市場における需要および供給の相対的大きさに 

よって変化することを示す。

最後に，外国貿易に関して次のような仮定をモデルにとり入れる。第一に，一国は，その国内に 

おける.農業財の相対価格が世界市場におけるそれよりも高いときには，工業財を輸出して食糧を輸 

入し，また，国内における農業財の相対価格が世界市場の価格に較べて低いときには，農業財を輸 

出し工業財を輸入する。第二に，世界市場における相対価格は一定として与えられている。第三に， 

貿易収支は常に均衡しているものとする。工業財の輸出量（または輸入翼）をX で’また世界市場 

における農業財の相対価格をなで表わせぱ，輸出関数は( i i )式のように書き表わせる。‘

X ^ X i q - q ' )  ’ (11)

この輸出関数は，ズ お よ び (J专為にしたがって义き0 となる性質をもつ（；̂が負のときには 

もちろん工業財の輪入量を表わす)。M が農業財の輸入量（貪のときには輸出量）を表わすとすれば，實 

易収支の均衡式は(12)式として与えられる。 ’

X ^ q M  (12)

外国賀易をモデルにとり入れた場合には，先にのベた食糧市場に対する供給（'■総農業余剰J )ゆ， 

単に国内め農業部門からの供給のみならず，輸入された食糧も加わるので，食糧の相対価格の変化 

を示>(10)式は，次の（10a)式に書き改められなければならない0 '

タニ;?g[ム —（Ka— ム aKO-ル/;], 0<ag<oo (10a)

一国が食糧を輸入している場合 （Mが正の場合）には，総農業余剰が増えるこ と に よ り 国内にお 

ける食糧の相対価格が下落し，したがってエ藥に対する労働の供給価格を下落させる効果があるが， 

一国が食糧を輸出している場合（Mが負の楊合）にはこれと全く逆の効果が存在する。

D I モ デ ル の 運 用

モアルは, 12の独立した式と12の未知数（ド《[, Yjfi, Lf̂ , Ljjn, Ĥa» ^ ^ m»な，ドa, Vm> X、M) か 

らなりたっているが，適当な代入と整现を行なったのちに，モデルの運用は，労働市場および食糧 

市場において同時に行なわれる調節を表わす次の2つの速立微分方程式によって示すことができる。 

んニG a m ,めニんJT 4 (な ；/り-び (13)

—— 1 6 2 ( ^ 5 2 )
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(14)

賀易と二重経済の発展条件につ 、て 

メ  = が (な ， = /り/ル q^ + LaV(Wa> < 7 ) - ( な ) 一M ]

(14)式の 中 で /^は，ル/ = ；̂ (ヴ一の/《 であるので , 0 の闕数である。

ここで，均衡をL m とびが静止した状態（すなわちim :0 ならびに4 = 0 となる状態）と定等し

よう。（13)式および(14)式から，均衡において次の（15)式および（16)式で示される関係が成立する 

'ことがわかる。

Y U L m ； K } = q W a  (15)

Y a i L a )  +  A 4 (：q )  =  L V (：W a ,  q y  qG)

(15)式は，梟業と工業の実質賞金率が均御していることを示し，.（16)式は，食糧の供給が需要と 

均⑩していることを示している。（16)式は，均衡においては農業労働者と工業労働者による食糧の 

需要が等しい後質賃金所得が等しいので）ことを用いている。

次に，均衡が安定かどうかを調べてみる。関数Gおよびがの第 

G iならびに//ズレ1 , 2 )で表わすと，（13)式および(14)式から，

得られる。

Gi ニ:iL Y t  く 0

番0 め変数に関する偏導関数を 

これらの偏導関数次のように

ニ ー ん ]?„<0

が1 ニ ん ^ ぶ 1 ]

//a ニ [Z 1̂2 -  ゲ 1Y  ̂ ■
• が

(20)式の中で，7；パよ，工業財の輸出弾力性，すなわち7}$ ニ：K 'cilX .であみ。さらに，

(15)式を使って均衡点において評価したジャコビアン行列式は(21)式のように得られる。 

G,
D

(17)

(18)

(19)

(20) 

肯衡条件

(21)

均衡の局所的安定のための必要十分条件は， 2 つの特性根の和，G 1+ H 2’が資でかつ特性根の積 

のか正である,ことである。.（20)式ならびに〔21)式を調べてみると，も し (りズ- ly  X が正であれぱ， 

安定条件が満たされることがわかる。したがって，次の 2つのいずれかの場合には，均衡は/レ'なく 

とも局斬的に安定である。すなわち，00—国が工業製品を輸出していて（'Yが正）かつ輸出が価格 

に関して弾力的である（りx > l ) 場合，または(2)—国が工業製品を輸入してい て い る （ズがA ) の場 

合 (ズが☆の場合にはり1 も自からA となる）o ここで注意しなけれぱならないのは，上に記した安定

4±(6) O lechの定JMにより，E , で定義された体系は，も し の す ぺ ての点で，ジャコビアン行列の tra ceが鱼でかつ 

行列式が正であれば，g loba lに安定的である。この定理をdお•たおよび式でまわされた我々の体系にあてはめてみる 

と，我々の体系ははぱ（労働の供給価格がその需要価格を大き-く上回っている場合を除いて）この安定条仲を満たして 

いることがわかる。Olech の定理については，Oledi,C., "On the stability of an autonomous system in a 

plane: Contributions to differential equations/, Interscienc& 1(1963), 389-400 をj] ト
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条件は十分条件であり，-上記の2つの場合以外でも均衡が安定的であることはもちろん可能である’ 

(1̂ 2とがともにゼロの場合には必要十分条件となるが，ゲ2が魚またはが正のときには単に十分条件であ 

る)。次に， 工業ならびに農業の生産性上昇が工業化に及ぼす効果を， 比較静学の手法を用いて分 

析する。 ,

¥ 工業ならびに農業の生産性上昇が工業化に及ぼす効果

はじめに，工業における資本蓄積（すなわち資本ストック/での墙大）が，工業労働力の大きさ/^な 

らびに食糧の相対価格びにもたらす効果を分析する。工業の生産関数(3)式において，/?はシフト. 

バラメ一 ターの役割を果しているので，/?は単に資本蓄積のみならず技術進歩による生産性上昇を 

表わすものとも解釈できる。均衡条件(15)および（16)式を全微分したのちクラマーの法則を用いて, 

(22)ならびに(23)式を導き出すことができる。 •

ニ-辱 〔化 - '̂ )"^] (22)

き ニ サ n ® ) ミ0 (23)

ここで，3Fシ5/で>0を仮定する。はじめに(23)式から，工業の生産性上昇が食糧の相対価格に及 

ぽす影響を調べてみる（均衡は安定的であると仮定するのでのは正である）。（23)式から明らかなように, 

農業の労働の限界生産力が正のときには，工業の生産性上昇は食糧の相対価格を上昇させる 

が，農業労働の限界生産力がゼロのときには食糧の相対価格に対し何の影響も及ぼさない0 次に， 

(22)式から，工業の生産性上昇が工業労働力に与える影響，すなわち労働の農業から工業への移動 

を促すか否かを調べてみよう。（22)式において1/2は鱼またはゼロなので， （57x—1 ) 1 の項が正で 

あるならぱ，d L m l d R は正となる。しかし， （)7a：- l ) X > 0 は先にのベた均衡の安定（十分）条件 

と同じなので，均衡の安定（十分）条件が満たされているならば， 工業の生産性上昇は， 工業労働. 

力の増大をもたらし，したがって工業化に貢することになる。

これは Jorgensonの条件によって次のように解釈することができる。はじめに，農業労働の限 

界を産力が正の場合，すなわち工業の生産性上昇が愈糧の相対価格を上昇させる場合について考え 

よう。 —1 ) X が正となる第一の場合，すなわち，一国が工業製品を輸出していてかつ輸出が価: 

格にIM1して弾力的である場合には，工業の生産性上界は，国内において工業財の相対価格を下落さ 

せる結果，工業財の輸出（農業財で測った）の増大ならびに★糧輸入の増大をもたらすので，農業余 

剰に対し正の効果を及ほ♦す。（りズーが正となる第二の場合，すなわち"^国が農業財を輸出して 

いる場合には，工業の生産性上昇は，国内において農業财の相轉価格を上昇させるので，農業財の 

輸出が減少し，よって国内における廣業余剰の増大がもたらされる0 —方, 農業労働の限界' 座-力,
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:がゼロの場合には，工業の生産性上昇は食糧の相対価格に何らの影響も及ぼさないので，★糧の輸 

:出または輸入量は変わらない。しかし，この場合には労働市場の均衡条件式！"4 ニヴの右辺は不 

变となるので，工業の生産性上昇による工業労働の限界生産力の上昇は，均衡条件式の左辺（労後カ 

の需要価格）を右辺（供給価格）より大きくする結果，労働の農業から工業への秒動を促す。 この移 

:動は，労働の限界生産力適減の法則により左辺が再び右辺に等しくなり，労働市場の均衡が回復す 

るまでつづく。したがって，均衡が安定的であるかぎり工業の生産性上界は工業化に貢献すること 

’になる。この場合，労働の工業への移動は食糧市場における需給バランスをくずさない。なぜなら 

'ぱ，労働の工業への移動によっておこる工業労働者による食糧需要の増加は，農業労働者の減少に 

よってもたらされる農業余剰の増加によって，丁度相殺されるからである（農業における労f動の限界 

生産力がゼロのときには，労働の工業への移勘は農業生産に何らの影響も及ぱさないが，限界生産力が正のと 

きには農業生産の減少というコストをともなうことになる）。

次に，農業の生産性上昇が工業化に及ぼす効果を分析するために，農業の生産関数にシプト•パ 

ラメーターとしてびを導入する。したがって，襄業の生産関数（1 )は次のようになる。

Y a = Y a iL a \  «), d Y a l d a > 0  ( la )

■(la)式を使って，均衡条件式(15)および(16)から次の(24)および(25)式を導き出すことができる。

告 - サ ベ # > 0  ’ (24)

サベ, ) <0 (25)

(24)ならびに(25)式から明らかなように，農業の生産性上昇（技術進歩）は，無条件に（均衡が安 

'定的であるかぎり），食糧の相対価格を下落させ，労働の農業から工業への移動を促進する。’これは， 

農業の生産性上昇は農業の生産を高めるが，農業の実質賃金率は労働の生産性と関係なく一定のレ 

ベルに画定されているので，霞業余剰が増大するためである。しかしながら，農業の実質賞金率が 

•労働の生産性に比例して変化する場合には，農業の生産性上昇が工業化に与える影響はもっと複雑 

となり，農業余剰が増大するためにはさらに新たな条件が満たされなくてはならない。次に，農業 

.の実質賞金率が労働の生産性とともに変化する場合に，工業および廣業の生産性上昇が工業化に正 

'の効果をもたらすための条件を分析しよう。

V .農業の実質質金率が生産性とともに変化する場合の分析

ここでは，，農業の笑質賃金率が労働の平均生産性に比例して決定されると仮定しよう◊したがっ 

'て，（2)式に代って次の（2 a )式を農業の奨質賞金率決定の行動方程式として採用する◊

Wa~OYalLat 0< 0 (2a)
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ここで， ^?はー定の農業における琴働の相对分配率を表わす（タニ1のときは労働の分配率が1で, 地； 

主の所得がゼロめ場合である）o モデルの運行を表わ •連立微分方程式（13)および（14)は，（13a)なら. 

びに（14a) のようになる0

(13a)

ニ々IKLm, .ニ?、gCL„iV„i+LaVa- Ya- M ) (14a)

また，均衡条件式（15)および（1 6 ) ,ならびに偏導関数（17)〜(20)式は,それぞれ次のようになるか

Y^q==OYalLa (15a)

■̂K ニ (16a)

A Ŝ I a-LaYQ ^ 0 (17a)

Gz— — Xi^OYalLa<^ (18a)

[Fこ+ ど器 4■ふrダ!タ(をる -!も 一 ] (19a)

/も ニ ん[ iF g— ど 1-义;m +-P?ダ-：1M  ] (20a)

Y a - L a Y iの項は，農業の生産関数において労働の限界生産力が正でかつ遞増しないかぎり非食 

であるので，こ こ で は こ さ 0 を仮定する。均衡点において評価し.たジャコビアン行列式 

(2 1 a )式のようになる。

Z)=从 { F < m --(气 +

一 び 一 - 透ラりと -]OiYa-LoTa) ILl̂  (21a)

(2 0 a )ならびに（2 1 a )式を調べてみると，前のモデルと同じように，（りダー1)义が正であれぱ 

均衡は安定的であることがわかる。

工業の生産性上昇が工業労働力ならびに食糧の相対細格r 及ぼす効果は，次 の （22a) ならびに 

(2 3 a )式によって与えられる。

A L py 一 ス/ J d  r Tt/ f  d  s
clK 一 D  L ムド2- デ H a / ? /  (22a)

A -ニ 1ムス[ 「y, + LYAiyg-LaYi')
d K  L? L な + L I  」、 a/? (23a)

(22a)式より，工業の生産性上昇が工業労働力の大きさに与える効果は，農業の类質資金率が一 

定の場合と全く同じであることがわかる。しかし食糧の和対価格は，たと;UiT菜労働の限界生産力’ 

がゼでも上昇する0 .これは，労働の農衆から工業への移動は，農業の生産には影響を及ぽさない 

が，農業における労働の平均生座力を上昇させるために実質資金率が上拜し，その結果，農業労働i 

者一人当り‘の食糧需要が増大するためであるしかしながら，国内における食糧の相対価格の上昇-

—̂— 166(^5^)——
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は, 食糧輸入の増大または輸出の減少をもたらすので，その面からの（ならびに相対価格上昇による食 

糧需要cp減少一 "̂2< 0 —からの）農業余剰の増大がひきおこされ，工業化が促進される。（22a) 式に 

おいて，もし外貿易がおこなわれず（X ニ0 ) かつ食糧需要の価格则カ性がゼロ（Faニ0 ) ならぱ， 

工業の生座 上昇は工業化に何らの効果ももたらさず，単に食糧([Hi格の上昇をもたらすだけになろ 

ことがわかる。 .

農業における生ま性上昇の効果は，次の（24a)ならびに（25a)式によって与えられる0

务 ニ  か + パ )巷 ](モ ) ( 4 ト ） (24a)

び a +そ-/^-c J l )]一' + ん一んaTO]} ( ^ )  ( 2 5 a ) -

こ こ で な ら び に は ，もニ' ' ^ ならびにねニー^  + で，それぞれ食糧

需要の所得ならびに価格に関する弾力性を表わす0 (24a)式で示されるように，農業の卖質賃金率 

が労働の平均生産力に従って上昇するときには，農業の生産性上昇が工業化に正の効果をもたらす 

ためには次の（26)で示される条件が満たされなければなならい。 .

l- (ei + £2)(l + -^)-(5?a：- l)- ^ > 0  (26)

条件式 (26)は，閉鎖経済のもとでは（すなわちMニ 0 のときには）1 一ei 一£2>0,すなわち食糧需要 

の所得ならびに価格に関する弾力性の和が1 より小さい，という条件になる。これは，先にのベた 

ように，農業の生産性上昇は，農業の実質賞金率を引き上げることからくる所得効果（£1),なら 

びに食糧の相対価格を引き下げることからくる代替効果（£2) の双方を通して食糧の需要を増大さ 

せるが，この2つ0 弾力性の和が1を越えないかぎり，農業の生産性上昇の生産に対する効果が 

食糧の需要に対する効果を上回るので，農業余剰の増大がもたらされるからである。しかしながら 

開放経済のもとでは，所得効果ならびに代替効果は，単に国内で生産された食糧から形成される農 

業余剰を減らすのみならず，輸入された食糧から形成される農業余剰も減らすことになる.。2つの 

効果による農業余剰の減少の合計は（26)式の第2項，（£i + £2)a + —̂)によって表わされていろ 

((26)式において，す A ての項 は の単位に基準化されている）。 さらに，（フぶ ー り の項は，食糧の 

相対価格の下雑が食糧の輸入（または輸出）量に与える変化を表わす。したがって，条件式(26)は， 

開放経済下において農業の生産性上昇が農業余剰の増大をもたらすための条件を表わしている。農 

業©実質黄金率が~^定のときに較べて，廣業の実質賞金率が労働の生産性に従って变化するときに 

は，農業の生産性上昇がひきおこす所得効果ならびに代替効果，さらに食糧の輸入（または输出） 

量に与える影響等が農業余剰の増大のための条件に人ってくる。

一— 167(2 5 7 )
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mtno

外国賈息を導入したこ重経済の発展条件は，閉鎖経済における条件とは興なったものとなる。開

放経済のもとでは，農業の生産性上昇のみならず工業の生産性上昇(技術進步，資本蓄積等による）も，

外 III貿易を通して国内における農業余剰の増大に貢献するので，工業部H の成長を助けることにな

る。腹史においても，イギリスが成功棚に工業化を行なえたのには外国から食糧を輸入できたこと
(7)

が重要で，また日本も，韓国，台湾からの米の輸入が工業化を行ないやすくしたことは容易に考え 

ちれるり ,
ここでは，経済全体に対する労働の供給を一"定とし，人口の成長がもたらす影響を無視したが， 

人口成長は，もちろん食糧の需要を増大させ，農業余剰に対し負の効果をもたらすことは明らかで 

ある。 i の論文では，比較静学の手法を用いて分析したが，比較静学の手法は， 1つのパラメタ一 

の変化がもたらす効果を質的に分析するのみで，いくつかのパラメターが同時に変化した場合の総 

合 し た （量的な）効果を分析することはできない。二重経済が発展するための条件は， 正しくは， 

一人当り所得（または工業労働力の総労働力に対する割合）の持続的成長のための条件として求められ 

なければならず，そのためには，静学モデルではなく，成長モデルに定式化して分析を行なわなく’ 

てはならない。しかしながら，Sam uelsonの Correspondence P r in c ip leに よ り ， 静学モデル 

における条件は，動学モデルにおける条件に対し少なくとも必要条件とはなっているはずである。
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